
    

 
（
平
成
三
十
年
正
月
号
） 

年
頭
の
ご
挨
拶 

 
 

今
宮
神
社 

宮
司 
塩
谷 

崇
之 

 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
素
は
当
神
社
に
格
別
の
御
尊
神
と
御
篤
志
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

「
戌
年
」
の
年
頭
に
あ
た
り
、
中
町
奉
賛
会
の
皆
様
を

は
じ
め
、
秩
父
地
域
の
ま
す
ま
す
の
隆
昌
と
安
寧
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
戌
」（
い
ぬ
）
は
十
二
支
の
十
一
番
目
の
干
支
で
す
が
、

こ
の
字
は
、
も
と
も
と
「
滅
」
と
い
う
字
に
由
来
す
る

も
の
で
、
草
木
が
枯
れ
る
状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ

の
深
層
に
は
「
植
物
が
育
っ
て
い
き
、
花
が
咲
き
、
実

を
つ
け
食
べ
ご
ろ
が
過
ぎ
た
後
、
自
分
の
実
を
落
と
し

て
、
本
体
の
幹
だ
け
は
守
る
」
と
い
う
趣
意
が
あ
る
そ

う
で
す
。
昨
年
の
酉
年
は
「
収
穫
」「
商
売
繁
盛
」
に
つ

な
が
る
縁
起
の
良
い
年
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
戌
年
は
、

昨
年
の
収
穫
の
喜
び
に
浮
か
れ
る
こ
と
無
く
、
厳
し
い

冬
に
備
え
根
幹
・
地
盤
そ
し
て
家
族
を
し
っ
か
り
と
護

っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
と
さ
れ
ま
す
。 

他
方
、
経
済
界
に
伝
わ
る
格
言
と
し
て
、『
辰
巳(

た
つ

み)

天
井
、
午(

う
ま)

尻
下
が
り
、
未(

ひ
つ
じ)

辛
抱
、
申

酉(

さ
る
と
り)

騒
ぐ
、
戌(

い
ぬ)

は
笑
い
、
亥(

い)

固
ま

る
、
子(

ね)

は
繁
栄
、
丑(

う
し)

は
つ
ま
ず
き
、
寅(

と
ら)

千
里
を
走
り
、
卯(

う
さ
ぎ)

は
跳
ね
る
』
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
戌
年
の
格
言
は
「
笑
い
」
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
笑
顔
で
一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
願
い
た
い
も

の
で
す
。 

「
犬
馬
は
難
く
、
鬼
魅
は
易
し
」(

け
ん
ば
は
が
た
く
、

き
み
は
や
す
し)

と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
画
を

描
く
と
き
、
犬
や
馬
の
よ
う
に
、
普
段
か
ら
見
慣
れ
て

い
る
も
の
は
描
き
や
す
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
本
当
は

難
し
い
。
反
対
に
鬼
や
怪
物
は
、
人
が
見
た
こ
と
も
な

い
の
で
、
難
し
い
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
簡
単
に
描
け

る
と
い
う
も
の
で
す
。
奇
を
て
ら
っ
た
行
動
に
よ
り
評

価
さ
れ
る
こ
と
は
た
や
す
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
あ
た

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
実
行
す
る
こ
と
が
い
か
に

難
し
い
こ
と
か
、
そ
れ
を
実
行
で
き
る
人
こ
そ
、
真
の

実
力
者
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
厳
し
い

冬
の
時
代
を
目
前
に
控
え
、
非
凡
な
る
凡
人
と
し
て
の

生
き
方
を
大
切
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

さ
て
、
今
宮
神
社
に
お
い
て
も
、
昨
年
か
ら
計
画
し

て
お
り
ま
し
た
新
社
殿
の
御
造
営
の
準
備
が
よ
う
や
く

整
い
、
い
よ
い
よ
今
年
四
月
に
着
工
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
現
在
の
仮
本
殿
と
朱
塗

り
の
鳥
居
の
間
の
神
域
に
、
か
つ
て
の
御
社
殿
（
現
在

の
聖
神
社
社
殿
）
と
同
規
模
の
拝
殿
を
建
設
し
、
さ
ら

に
、
そ
の
前
に
大
き
な
屋
根
を
設
け
、
皆
様
に
気
持
ち

よ
く
ご
参
拝
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

今
年
も
ま
た
、
元
日
の
「
歳
旦
祭
」
に
つ
づ
き
、
新

し
き
春
の
到
来
を
喜
ぶ
「
立
春
祭
」
、
明
治
十
一
年
「
秩

父
大
火
」
の
思
い
起
こ
し
防
災
の
決
意
と
と
も
に
火
伏

の
神
々
に
祈
り
を
捧
げ
る
「
三
社
祭
」、
武
甲
山
の
龍
神

さ
ま
を
里
に
お
迎
え
し
て
感
謝
を
捧
げ
る
「
龍
神
祭
」
、

秩
父
神
社
の
御
田
植
祭
に
そ
の
龍
神
さ
ま
の
御
恵
を
お

分
け
す
る
「
水
分
祭
」･･･

と
春
の
お
祭
り
が
続
き
ま
す
。

六
月
に
は
、
高
祖
役
小
角
（
役
行
者
）
を
お
祀
り
す
る

「
役
尊
神
祭
」（
行
者
祭
）、
そ
し
て
水
無
月
晦
の
「
夏

越
大
祓
」。
秋
に
は
、
そ
し
て
当
社
の
主
祭
神
で
あ
る
イ

ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
三
柱
の
神
々
に
感

謝
の
誠
を
捧
げ
る
「
例
大
祭
」
へ
と
繋
が
り
ま
す
。
皆

様
方
に
も
ぜ
ひ
お
運
び
い
た
だ
き
、
祈
り
を
共
有
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

平
成
三
十
年 

元
旦 

【
新
社
殿
の
御
造
営
が
は
じ
ま
り
ま
す
】 

今
宮
神
社
の
御
神

域
に
は
、
か
つ
て
、

立
派
な
朱
塗
り
権
現

造
り
の
社
殿
が
ど
っ

し
り
と
構
え
て
い
ま

し
た
。
宝
永
六
年
（
一

七
〇
九
年
）
か
ら
翌

七
年
に
か
け
て
、
大

宮
郷
（
現
秩
父
市
）

の
工
匠
で
あ
る
大
曽

根
与
兵
衛
に
よ
り
建

立
さ
れ
た
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
旧
社
殿
は
、
昭
和
三
十
九
年
、
境

内
地
を
児
童
公
園
・
児
童
館
と
し
て
開
放
す
る
に
あ
た

り
、
黒
谷
の
聖
神
社
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
で
も
、
聖
神

社
の
御
社
殿
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

当
社
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
五
年
以
来
の
御
神
域

整
備
事
業
が
進
む
中
で
、
社
殿
再
築
の
機
運
が
高
ま
り
、

こ
れ
ま
で
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
平
成
三
十

年
を
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
て
、
将
来
に
向
け
て
、
今
宮

神
社
が
皆
さ
ま
の
心
の
故
郷
・
日
々
の
支
え
で
あ
り
続

秩
父 

今 

宮 

神 

社 
 

奉
賛
会
だ
よ
り 



午前中、龍神木前斎場にて「龍神祭」

が盛大に斎行されました。  

同日午後、秩父神社より神職・怜

人・作家老・神部ら御一行が今宮神社

に水乞いに参られ、当社斎場にて「水

分神事」が執り行われました。 

秩父神社ご一行は、今宮神社から授

与された「水幣」を秩父神社に持ち帰

り、境内にて御田植神事が執り行われ

ました。 

「大祓」は、私たちが日常生活において知らず

知らずのうちに身に纏った罪穢を祓い清める

神事です。 

今年もまた、奉賛会の皆様方にお手伝いいた

だき、無病息災をもたらすとされる立派な「茅

の輪」を設置して「茅の輪くぐり」の神事を執

り行いました。 

け
る
よ
う
、
新
社
殿
の
御
造
営
事
業
を
計
画
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
、
今
年
四
月
を
も
っ
て
着
工
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
ず
第
一
弾
と
し
て
、
現
在
の
仮
本
殿
と
朱
塗
り
の

鳥
居
の
間
の
御
神
域
に
、
か
つ
て
境
内
に
威
風
堂
々
と

聳
え
て
い
た
御
社
殿
（
現
在
の
聖
神
社
社
殿
）
と
同
規

模
の
拝
殿
と
、
そ
の
前
面
の
斎
場
を
覆
う
大
屋
根
を
建

設
し
、
御
参
拝
・
御
参
列
の
皆
様
が
快
適
に
参
拝
で
き

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
御
社
殿
の
周
囲
に
は
、

記
念
植
樹
を
行
い
、
新
た
な
鎮
守
の
森
の
形
成
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
と
平
行
し
て
、
東

日
本
大
震
災
以
来
若
干
の
樹
勢
の
衰
え
が
見
ら
れ
る
大

欅
の
維
持
・
存
置
の
た
め
の
整
備
事
業
も
あ
わ
せ
て
執

り
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
、
別
途
、
御
造
営
行
事
の
日
程
・
募
財

等
に
つ
い
て
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
皆
さ

ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

記 
 

【
今
宮
神
社
新
社
殿
造
営
事
業
】 

一 

名 

称 

 
 

今
宮
神
社
社
殿
再
築
な
・
社
叢
整
備
事
業 

二 

工 

期 

 
 

 

境
内
工
事
鳥
居
移
設 

平
成
三
十
年
一
月
頃 

社
殿
工
事 

 

平
成
三
十
年
四
月
着
工 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
九
月
竣
工
予
定 

三 

設
計
・
施
工 

 

内
柳
古
典
建
築
設
計
事
務
所
・
内
柳
工
務
店 

四 

総
工
費 

 
 

 

四
千
万
円 

（
募
財
目
標
額 

二
千
万
円
） 

五 

募
財
期
間 

平
成
二
十
九
年
十
月
～
竣
工
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
口 

五
千
円
～ 

ご
奉
納
金
額
を
問
わ
ず
、
全
て
の
方
の
ご
芳
名
を

神
前
に
奉
納
し
、
永
久
保
存
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

お
申
込
み
は
、
奉
賛
会
事
務
局
ま
た
は
社
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
平
成
二
十
九
年
度
を
振
り
返
っ
て
】 

◎
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日 

 

歳
旦
祭
斎
行 

◎
平
成
二
十
九
年
二
月
四
日 

 

立
春
祭
斎
行 

◎
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日 

三
社
祭
斎
行 

              
 

◎
平
成
二
十
九
年
四
月
四
日 龍

神
祭
・
水
分
祭
を
斎
行 

    

◎
平
成
二
十
九
年
六
月
四
日 

役
尊
神
祭
（
行
者
祭
）
を
斎
行 

 
 

◎
平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日 

 
 

夏
越
大
祓
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事
を
斎
行 

 
 

 

 

◎
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
八
日 

今
宮
神
社
例
大
祭
を
斎
行 

      

◎
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
日
～
三
日 

秩
父
神
社
例
大
祭
（
秩
父
夜
祭
） 

◎
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日 

年
越
大
祓
神
事
を
斎
行 

   

【
今
宮
神
社
の
御
朱
印
帳
】 

近
年
、
社
寺
参
拝
の
証
と
し
て
「
御
朱
印
」
を
求
め

る
参
拝
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
当
社
に
お
い
て
も
、

御
朱
印
帳
を
片
手
に
参
拝
す
る
方
が
増
え
、
日
々
社
頭

を
賑
わ
せ
て
お
り
ま
す
。 

当
今
宮
神
社
で
は
、「
今
宮
神
社
」「
八
大
龍
王
宮
」「
役

尊
神
」
な
ど
五
種
の
御
朱
印
を
ご
用
意
す
る
と
と
も
に
、

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紺
色
と
ベ
ー
ジ
ュ
の
二
種
の
御
朱

印
帳
を
頒
布
し
て
お
り
、
大
変
好
評
を
博
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
平
成
三
十
年
度
の
お
正
月
限
定
に

て
「
金
龍
御
朱
印
帳
」
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。 

数
量
限
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
お
早
め
に
授
与
所
で
お
求
め
下
さ
い
。 

 

【
今
年
度
の
行
事
予
定
】 

平
成
三
十
年
一
月
一
日 

 
 

 

歳
旦
祭 

平
成
三
十
年
一
月
七
日 

 
 

神
道
護
摩
供
始
祭 

平
成
三
十
年
二
月
四
日 

 
 

 

立
春
祭 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
一
日 

 
 

三
社
祭 

平
成
三
十
年
四
月
四
日 

 
 

 

龍
神
祭
・
水
分
祭 

平
成
三
十
年
六
月
三
日 

 
 

 

役
尊
神
祭 

平
成
三
十
年
六
月
三
十
日 

 
 

夏
越
大
祓 

平
成
三
十
年
九
月
二
十
八
日 

 

例
大
祭 

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日 

年
越
大
祓 

各
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

中町会・東町会及び秩父市消

防団による火難除け祈願の祭

典。明治 11 年（1878 年）の

秩父大火は，秩父の市街約 4 万

坪 447 棟を焼け尽くしました。 

二度とこのような災禍の起

こらないよう、以後 140 年にわ

たり，地元消防団を中心に、摂

社に祀られる火伏の神様であ

る秋葉大神・古峯大神・三峯大

神に防災を祈願しています。 

水幣授与の儀 

授与された水幣を奉

じて秩父神社へ戻る

作家老と神部ら。 

「御朱印帳」(刺繍) 限定版「金龍御朱印帳」(箔押) 


